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樵
灘
灘

ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描
⑩

淋
淋

明
治
期
沼
津
に
足
跡
を
残
し
た
個
幕
臣
は

数
多

い
が
、
今
回
は
、
キ
リ
ス
ト
教

・
民
俗

学

。
自
由
民
権
運
動

・
弁
護
士
な
ど
の
分
野

で
活
躍
し
た
二
人
の
関
連
あ
る
人
物
を
紹
介

し
て
み
た
い
。

カ
ナ
ダ

・
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
沼
津
教
会
の
牧

師
を
、
明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
か
ら
十

四
年

（
一
八
八

一
）
、
二
十
七
年

（
一
八
九

四
）
か
ら
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）
の
二
回

に
わ
た
り
つ
と
め
た
山
中
笑

（共
古
、　
一
八

五
〇
～

一
九
二
八
）
は
、幕
府
の
御
家
人
（伊

賀
者
）
の
家
に
生
ま
れ
、
維
新
後
駿
河
に
移

住
し
、
静
岡
学
問
所
の
英
学
教
授
と
な
っ
た

人
物
で
あ
る
。
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
宣

教
師
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
か
ら
洗
礼
を
受
け
、
以

後
カ
ナ
ダ

・
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
最
初
の
日
本
人

牧
師
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
尽
力
し

た
。
山
中
は
、
静
岡
移
住
の
旧
幕
臣
が
形
成

し
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の

一
団
「静
岡
バ
ン
ド
」

の
代
表
的
人
物
で
あ
り
、
沼
津
で
入
信
し
た

江
原
素
六
と
も
ご
く
近
い
間
柄
で
あ

っ
た
。

沼
津
教
会
の
ほ
か
に
も
静
岡
・下
谷
・牛
込

。

甲
府

・
見
付

。
吉
原
の
各
教
会
に
も
赴
任
し

た
が
、
牧
師
と
し
て
の
仕
事
以
外
に
、
余
技

と
し
て
民
俗
学

・
考
古
学
の
資
料
収
集
を
各

地
で
行
い
、
そ
の
分
野
の
著
作
を
多
数
残
し

た
。
柳
田
国
男
と
も
文
通
し
、
日
本
民
俗
学

の
先
駆
者
的
存
在
で
あ
っ
た
。

出
中
笑

・
大
橋
兼
久

・
若
林
好
徳

静岡学問所 ?に おける若林好徳 (右) 若林―夫氏所蔵

御子孫の伝聞によると、若林好徳は静岡藩時代静岡学問所の教授をつとめ、

この写真はその当時のものという。学問所の職員名簿には、教授世話′心得

(のち五等教授)と して若林誠二郎という名前が掲載されているが、好徳

と誠二郎が同一人物であるかどうかは今のところ不明。
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山
中
の
妻
は
、
や
は
り
旧
幕
臣
で
静

岡
学
問
所
皇
学
局
五
等
教
授
だ
っ
た
山

本
忠
政
の
娘
沖
で
あ
る
が
、
そ
の
妹

つ

な
を
妻
に
し
た
の
が
若
林
好
徳
で
あ
る
。

若
林
好
徳
■

八
四
五
～

一
九
〇

一
）

は
、
旧
幕
臣
で
、
静
岡
学
問
所
の
教
授

を
つ
と
め
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
定
か

で
な
い
。
明
治
十

一
年

（
一
八
七
八
）

静
岡
の
高
田
敬
義
と
と
も
に
可
進
合
を

結
成
し
、
代
言
人

（
弁
護
士
）
と
し
て

活
動
、
浜
松
支
合
を
担
当
し
た
。
明
治

十
二
年
、
可
進
合
退
合
後
、
や
は
り
代

第

一二

コ

　

ヽ、

言
人
の
結
社
で
あ
る
渉
明
社
の
社
長
に

就
任
、
翌
十
二
年
に
は
靖
共
社
社
長
に

転
じ
、
さ
ら
に
同
年
同
社
を
廃
し
、
静

岡
西
草
深
の
自
宅
で
開
業
し
た
。
そ
の

後
沼
津
に
居
を
移
し
、
上
土
町
で
開
業
、

静
岡
県
組
合
弁
護
士
会
会
長
な
ど
も
つ

と
め
、
明
治
三
十
四
年
に
没
し
た
。
慈

性
院
好
徳
日
俊
居
士
、
墓
は
東
京
四
ツ

谷
の
栄
林
寺
に
あ
る
。

沼
津
の
代
言
人
で
自
由
民
権
運
動
の

闘
士
と
し
て
知
ら
れ
た
大
橋
兼
久

（
一

八
四
五
～
，
）
は
、
若
林
好
徳
の
義
兄

に
あ
た
る
ら
し
い

（好
徳
の
息
子
に
と

っ
て
大
橋
は
伯
父
に
あ
た
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
若
林

・
山
本

・
山
中
家
の

い
ず
れ
と
血
縁

・
姻
戚
に
な
る
の
か
は

不
明
）
。
大
橋
も
や
は
り
幕
臣
で
、
幕

末
に
は
幕
府
騎
兵
隊
取
締
役
を
つ
と
め
、

国

日

圏

長
州
征
　
一一
・　
　
・
　
一
一
一
一
一
・

野
戦
争
を
戦

っ
た
。

の
ち
駿
河
に
移
住

し
、
富
士
郡
松
岡
村
に
住
み
、
小
学
校

訓
導
や
第
二
大
区
三
小
区
議
員
と
な

っ

た
。
明
治
十

一
年

（
一
八
七
八
）
沼
津

に
転
居
し
、
同
十
四
年
に
町
方
町
で
代

言
人
を
開
業
す
る

一
方
、
岳
南
自
由
党

に
加
盟
、
自
由
民
権
運
動
に
奔
走
し
た
。

明
治
十
九
年

（
一
八
八
六
）
の
静
岡
事

件
に
際
し
て
は
、
直
接
の
関
係
は
な
か

っ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
警
察
に
拘
引

さ
れ
取
り
調
べ
を
う
け
て
い
る
。
そ
の

後
大
同
団
結
運
動
が
始
ま
る
と
、
明
治

二
十

一
年

（
一
八
八
八
）
、
県
東
部
の

中
心
人
物
と
し
て
六
郡
倶
楽
部
を
結
成

し
た
。
後
藤
象
二
郎
を
沼
津
に
招
き
政

談
演
説
会
を
開
き
、
多
く
の
壮
士
を
養

う
な
ど
、
自
由
党
系
の
活
動
家
と
し
て

名
を
馳
せ
た
。
の
ち
に
沼
津
の
町
会
議

員
も

つ
と
め
た
が
、
い
つ
ど
こ
で
亡
く

な

っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

〈
参
考
文
献
〉

『
沼
津
教
会
百
年
史
』
・

『岳
陽
名
士
伝
』

・

『静
岡
県
現
在
者

人
物

一
覧
』

。

「静
岡
新
聞
」

。

「函

右
日
報
」
な
ど
。

山 中 笑

若 林 好 徳

明治27年下田にて

(若林一夫氏所蔵 )

山中笑著 『共古随筆』 さし絵

沼津のおんべ焼 (どんど焼)の様子。
山中の著作には沼津で採録した民俗・

伝説・史話なども多い。

大 橋 兼 久

(若林―夫氏所蔵 )

自由民権期、沼津中学校の生

徒たちは、「長髪拳を振ひて

は小事件に大雄弁を弄するJ

代言人に憧憬したというが、

それはまさに大橋のような人

だったかもしれない。
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職 名 ・ 氏 名 沼津兵学校時代の役職

兵部少丞兼兵学大教授

陸軍中佐兼兵学助

陸軍少佐兼兵学権助

陸軍大尉兼兵学大助教

同  上
同  上

陸軍大尉歩兵課教官

陸軍中尉兼兵学 中助教

陸軍兵学 中助教

同  11
1司  L

陸軍中尉歩兵課教官

陸軍少尉歩兵課教官

陸軍少尉

同 上

同 上

陸軍中属

陸軍兵学寮十等 出仕

同 上
同 上
同 上

曹長調 馬掛分課

同 上
曹長

兵学権 中属

権曹長

兵学少属

同上

一等軍曹

兵学権 少属

同 上
陸軍兵学寮十二等 出仕

同  上
同  上
同  上
同  上
同  上
同  上
同  上

陸軍兵学寮等外二等附属

同  上
同  上
同  上
同  上
同  上
同  上

塚本明毅

大築 尚志

浅井道博

天野 貞省

間宮信行

黒 田久孝

平 岡資始

万年千秋

中根  淑
石橋好一

神保長致

森 川重 申

久須見祐利

羽 山宣孝

本 多忠直

山口知重

中川冬得

榎本長裕

榊   綽
小野清照

杉浦  清
岩波勝常

並木元節

小 山信需

増井以孝

斎藤純孝

長谷川安 貞

若杉秀行

福 島惟成

大野寛柔

芳村  尭
小野 昌外

吉 田信 孝

鈴木高信

千野光謙

笠 島重易

石丸義字

鈴木貴道

高木利重

滝野 貞豊

久下忠重

小 出元 貞

中野益行

石黒武茂

平井利正

/1ヽり|1信利

沼津兵学校―等教授・頭取

同  一等教授・頭取並
同  二等教授
同  三0等教授
同  三0等教授
同  二等教授
同  二等教授
同  三0等教授
同  二等教授
同  二等教授
同  二等教授
同  二 等教授
同  二等教授
同  体操方
同  体操方
同  体操方

軍事イ谷務方頭取

沼津兵学校二等教授並

同  三等教授 (並 )
同  教授方手伝
同  二等教授並
同  調 馬方
同  調 馬方

軍事俗務方頭取介

軍事俗務方

軍事俗務方

兵学校附属小学校体操教授方

軍事俗務方頭取介

軍事俗務方介

軍事推卜筆生

軍事掛筆生

軍事掛筆生

軍事書卜筆生

軍事掛筆生

沼津勤番組六番頬世話役

軍事掛附出役

軍事掛附出役

軍事掛附出役

陸軍沼津出張兵学寮の職員

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
〈
〉

陸
軍
沼
津
出
張
兵
学
寮

「~鑽窟課 l
l 轟  |
1  摯̀hia2  1
1 Υ9吟贅,V今 今ヽ?I'`F19:  澪

く塚本明毅

明治 4年 12月

兵部少丞就任

直後の写真

(塚本学氏提供 )

「リ
二
一ヶ
ヶ
■
ム
∴

巧
，、
靖
二

な
へ

玖
神
ジ泰
塚
へ
め
亀
一

■
警
え
ヽ
「
ふ
彦
れ
こ
′

一　
”
幸
（，■
巧́

′
，
ス
　

一

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，　
“

明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
七
月
廃
藩

置
県
が
行
わ
れ
、
同
九
月
晦
日
沼
津
兵

学
校
は
政
府
兵
部
省
の
管
轄
と
な

っ
た
。

そ
し
て
、
十
二
月
十
六
日
に
は

「
沼
津

出
張
兵
学
寮
」
と
校
名
が
改
称
さ
れ
た

（文
献

・
史
料
に
よ

っ
て
は
、
陸
軍
沼

津
出
張
兵
学
寮

・
陸
軍
兵
学
寮
沼
津
分

校

・
兵
学
寮
出
張
所
な
ど
と
も
称
す
）。

以
後
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
五
月
十

一
日
に
東
京
に
引
き
払
わ
れ
る
ま
で
の

半
年
前
後
の
間
、
沼
津
に
は
大
阪

（
の

ち
東
京
）
の
陸
軍
兵
学
寮
の
分
校
が
存

在
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
時
点
ま
で
政
府
に
引
き
抜
か
れ

な
い
で
い
た
沼
津
兵
学
校
教
授
や
静
岡

藩
軍
事
掛
の
職
員
た
ち
は
、
四
年
十

一

月
か
ら
十
二
月
に
か
け
、
新
た
に
政
府

の
官
職
に
任
命
さ
れ
た

（表
参
考
）
。

生
徒
た
ち
は
従
来
と
変
る
こ
と
な
く
修

業
料
を
支
給
さ
れ
、
勉
学
に
つ
と
め
て

い
た
と
い
う
が
、

や
は
り
動
揺
は
大

き
か
っ
た
ら
し
く
、

廃
藩
か
ら
兵
部
省

移
管

。
東
京
移
転

ま
で
の
期
間
中
に

相
当
数
の
生
徒
が

退
校
し
て
い
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
盛
時
の
二
百
数

十
名
に
対
し
、
東

京
に
移
転
さ
れ
る

最
後
ま
で
残

っ
た

生
徒
は
わ
ず
か
六

十
二
名
で
あ

っ
た
。

〈参
考
文
献
〉
石

橋
絢
彦

「
沼
津
兵

学
校
沿
革
（
七
ご
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お

知

ら

せ

欄

◎
観
覧
記
念
ス
タ
ン
プ
を
製
作

か
ね
て
か
ら
観
覧
者
よ
り
観
覧
記
念

の
ス
タ
ン
プ
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
館
で
は
こ
の
ほ
ど
２
種

類
の
観
覧
記
念
ス
タ
ン
プ
を
製
作
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
ス
タ
ン
プ
は
、
館
の
建
物
外
観

を
描
い
た
も
の
と
、
３
階
展
示
室
内
に

あ
る
江
原
素
六
翁

の
旧
邸
移
築
家
屋
を

ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
の
２
つ
で
、
版
画

調
の
素
朴
さ
が
感
じ
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン

に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
と
も
に
市
立

金
岡
中
学
校
教
諭
後
藤
知
由
氏
の
作
品

に
な
る
も
の
で
す
。

館
で
は
こ
れ
を
イ
ン
ク
自
動
補
給
型

の
ス
タ
ン
プ
に
製
作
し
ま
し
た
。
大
き

さ
は
８
セ
ン
チ
角

の
正
方
形
で
、
黒
の

イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
玄
関

ロ

ビ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
図
書
室

の
子
供
や
展
示
室
を
訪
れ
た
観
覧
者
が

帰
り
が
け
に
気
付

い
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
押
す
姿
が
増
え
、
静
か
な
人
気
を
呼

ん
で
い
ま
す
。

◎
昔
の
教
科
書
を
さ
が
し
て
い
ま
す

館
で
は
、
今
年
度
の
冬
の
テ
ー

マ
展

と
し
て
昔
の
教
科
書
を
集
め
た
展
示
会

を
開
催
し
ま
す
。
そ
二
で
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
家
庭
に
残
さ
れ
た
古

い
教

科
書
で
出
品

・
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
特
に
戦
前

戦
中
の
も
の
や
終
戦
直
後
の
墨
塗
り
の

教
科
書
な
ど
に
つ
い
て
、
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
館
ま
で
ご

一
報
下
さ
い
。

◎
昔
の
教
科
書
展
を
開
催

と
　
き

一
‐２
月
２０
日
ω
～
６４
年
２
月
２６

日
Ｄ

と
こ
ろ

¨
明
治
史
料
館
　
４
階
展
示
室

◎
古
文
書
解
読
入
門
講
座
が
盛
況

前
号
で
募
集
し
た
古
文
書
解
読
入
門

講
座
が
、
１０
月
７
日
か
ら
１１
月
Ｈ
日
ま

で
毎
週
金
曜
日
、
計
６
日
間
の
日
程
で

始
ま
り
ま
し
た
。

一

今
年
の
講
座
は
市
立
駿
河
図
書
館
の

講
座
と
時
期
や
夜
間
と
い
う
時
間
帯
設

定
が
似
通

っ
て
い
た
た
め
、
受
講
者
の

減
少
も
懸
念
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
宣
伝
も
あ

っ
て
か
、
定
員
を
大
き
く
上
回
る
受
講

申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
本
格
的
な
生

涯
学
習
時
代
の
到
来
か
と
、
職
員

一
同

も
大

い
に
奮
起
し
て
い
ま
す
。

締
切
後
に
申
込
み
を
い
た
だ
い
た
皆

様
に
は
、
お
断
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

本
当
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し

た
。
紙
上
を
借
り
て
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
来
年
も
ご
応
募

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎
金
岡
婦
人
会
が
毎
週
の
生
け
花
奉
仕

館
の
玄
関

ロ
ビ
ー
や
３
階
展
示
室
の

江
原
邸
移
築
家
屋
の
床
の
間
に
は
、
い

つ
も
花
が
活
け
ら
れ
て
い
て
、
観
覧
者

の
目
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

毎
週
こ
の
お
花
を
活
け
に
来
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
は
、
地
元
の
金
岡
婦
人

会
の
推
薦
を
受
け
た
近
隣
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
で
す
。

昭
和
５９
年
１０
月
の
開
館
時、
、
生
け
花

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ら
れ
た
の
は
、

鳥
谷
の
三
井
智
子
さ
ん
で
し
た
が
、
翌

年
に
は
ご
自
身
の
都
合
で
継
続
で
き
な

館の観覧記念スタンプ 2種

職 水  山 今 沢 熊  先 く
員 の 生 田 年 田 堂 以 が な
一 見 け 吉 の

V・・ 来 金 つ
同 回 花 子 奉 と 2 ｀岡 た
頭 り を さ 仕

｀
年 初 婦 た

の に 活 ん を り 間 代 入 め
下 も け ⌒ 担 レ Xの 会 ｀

T詫 鳥 寵 壱 を 南 出 百 角ちぢ |テ 菫そ塞聾ぱ象寒義浜言誓季た管
な ′し、 は き ず 依

頼
し

:讐 警言
°
族

そを,
し さ な

2行 た女

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
１５
号

獅
礁
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
３７２
‐
‐

８
０
五
五
九
０
三
二
二
五

生け花奉仕の山田吉子さん ｀
東 西  たす
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